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当建設所では1階床を構成する大梁の配筋を、作
成済みの免震階の床上で組んでいます。これを鉄筋
の「地組」といいます。地組した鉄筋をタワーク
レーンで設置場所に運び構造体を作っていきます。
一般的には地組をせず実際に柱・梁を設ける現地に
直接鉄筋を組みますが、足場が必要であったり作業
場所が狭かったり等、作業性に難があります。地組
をすることで施工性の向上が図れ、安全・高品質・
工程短縮を期待できるため、当建設所では地組を採
用しました。また、大梁間に架ける小梁に関しては
コンクリート打設までを事前に行い（プレキャス
ト:PCといいます）、更なる工夫を図っています。

安全！高品質！ 鉄筋の地組

佐鳴湖でのヨシ刈りボランティア参加の様子

●工程

11.0％

工事進捗率

突然ですが、皆さんは“ヨシ”をご存知でしょうか？ヨシは河川及び
湖沼の水際に背の高い群落を形成する多年生植物のことです。
ヨシは佐鳴湖の汚れの元となる窒素やリンを吸収することで成⾧し

ています。しかし、秋になると黒い穂を実らせ、その重みで湖面に浸
り、蓄えていた窒素やリンを再び湖に戻してしまいます。
そこで、このヨシを刈ることで蓄えた窒素やリンを外に持ち出すこ

とができます。ヨシは多年生植物なので、翌年には新たな芽を出し、
水中の窒素やリンを吸収して育ちます。そのサイクルを繰り返すこと
で、結果的に佐鳴湖が美化されていくのです。
これからも建設業に留まらず、社会貢献活動にも力を注ぎます！

先月から引き続き地下躯体工事と1階床躯体工事が
進行中です。1階床工事では２つの工夫を行っていま
す。それは先月号でも話題にした「鉄筋の地組」と
「PC工法」です。一般的には柱・梁を設ける実際の
場所に鉄筋を組み、コンクリートを流し込むことで
鉄筋コンクリートの構造体を作っていきますが、当
建設所ではそこに一工夫（次項目で紹介）を加えて
安全確保・品質向上・工程短縮を図っています。
建物をつくる方法を考えるというものづくりの楽

しさを、工事かわら版を通じて皆様にお伝えできれ
ば幸いです。


